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       暖かな春の訪れと共に、あちらこちらで草花が色鮮やかに美しく咲き乱れ、 

目を楽しませてくれる季節となりました。ウキウキした気分になり外出して 

お花見を楽しみたいところですが、花粉症の私にとっては辛い時期でもあります。 

皆様におかれましては健やかにお過ごしのこととお喜び申し上げます。 

    先月 6 歳になる孫が無事卒園を迎えました。卒園にあたり幼稚園の企画で、20 歳になった 

   時に開ける“タイムカプセル”を実施しているとの事。 

   『20 歳になった○〇へ』と題して、私達からもメッセージを書いて欲しいと嫁から話があり 

ました。Ａ５サイズ、締め切りは 2 日後です。いろいろな想いが頭を過りました。 

私と妻で、それぞれの想いを書き、それをまとめると、かなりの文字となって 

＜裏へ続く…＞として両面になってしまいました(^_^;) 

無事に手渡すことが出来、14 年後（２０３９年）が楽しみです。 

14 年後、私は傘寿を迎えます。まだ先の事と思いたいですが、そんなに遠い話でもない 

ような・・・いろいろな意味で考えさせられました。 

 人生１００年時代と言いますが、調べてみたところ、２０２０年の国勢調査では、百歳 

以上の方の総数が７９，５２３人であるのに対し、１１０歳以上（スーパーセンチナリアン） 

は、１４１人という事です。また、単に寿命が長いということだけではなく、多くのスーパー 

センチナリアンは、１００歳時点でも自立した生活を営まれており、健康寿命が１００歳を 

超えているというのです。まさに健康長寿のエリートと言えますね( ´∀｀ ) 

 今の子供たちが大人になる頃には、生活の中でＡＩ（人工知能）を当たり前に使いこなし 

物事を調べたり、判断する世の中になり、それにより職業や仕事の進め方も大きく変化して 

いるのではないでようか。私は、ＡＩの時代になっても、どんな仕事もあくまでも人対人だと 

思っております。安易にそうしたものに流されることなく、ＡＩも上手に活用しながら、 

常に進化していく住宅業界の中で、ご縁を頂いたお客様それぞれの生活スタイルに合った 

情報をご提案できるよう、精進して参りたいと思います。         （清 水） 

                  

                                                            

             神里建設株式会社  

           TEL 048(223)8024  

  FAX 048(２ ２ ５ )1699 

          ホームページ http://www.kamisato-1972.co.jp 

            

 



 
 

 

 
 

                      
  

 

  

   昨年の「子育てエコホーム支援事業」に続き、今年は“子育てグリーン支援事業” 

という補助金制度が始まります！！ 

   

   

  高い省エネ性能を有する住宅の新築やリフォーム等に対して、所定の補助金が交付されるオトクな制度です。 

   

   

① 開口部の断熱改修 

② 外壁、屋根・天井または床の断熱改修 

③ エコ住宅設備の設置 

④ 子育て対応改修 

⑤ 防犯性向上の改修 

⑥ バリアフリー改修 

⑦ 空気清浄機能・換気機能付きエアコンの設置 

⑧ リフォーム瑕疵保険への加入 

※①～③のうち 2 つ以上の工事が必須です 

※1 申請あたり①～⑧の合計補助金額が 5 万円未満 

の場合は申請できません。 

 

 

 

    

  

    

 

 

 

 

   

    

     

             

   

先進的な断熱性能の窓に交換するリフォームに対して、高い補助額で重点的に支援されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

一昨年前より始まった補助金制度が、今年でラストかも…とも言われています。 

昨年は、沢山のお客様の補助金のお手伝いをさせて頂き、「冬の寒さが以前と違い暖かく過ごしています」との 

嬉しいご報告を頂いております。お得なこの機会にご検討下さい！！ 

  

例のように、「子育てグリーン住宅

支援事業」と「先進的窓リノベ」 

を組み合わせる事で、冬場の洗面 

所も暖かく、脱衣による温度差の 

“ヒートショック”も安心！ 
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    「こども作文コンクール」の入賞作品！今月は第 3 作目！！ 

    今回も素晴らしい作品です 
��� 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

                      

  
 
 
  
 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 



 

      

     

 

  鶴ヶ島市ふるさと納税のパートナー企業として連携を深めてきた株式会社関水金属 

 が鶴ケ丘地内に新工場を建設し、周囲に塀を設けない地域に開かれた「まちなか工場」 

として、工場内の緑地・遊歩道を地域住民などに広く開放しています。 

この緑地・遊歩道部分とリニューアルした鶴ヶ島児童公園エリアを一体的に 

「ガーデンパーク」と呼んでいます。ガーデンパークには全長約 620 メートルの線路を敷接。 

三線軌条という二つの線路幅（軌間 762ｍｍと 610ｍｍ）が併用する珍しい 

軌道となっています。イベント時などには機関車（軽便鉄道）が走行可能です。 

 園内に設置されたレンガ調の機関庫は、プラットホームも含めて英国を 

イメージして作られました。この機関庫には三つの線路が入り、国内外から 

集まった約 10 両程度の車両たちが常設展示されています。 

 機関庫の窓から自由に見学が可能です。電車好きの方は必見ですね！ 

 また敷地内には遊歩道を散策することができます。 

 遊歩道のすぐ側には、ナチュラルガーデンをテーマにした植栽が植えられ、 

四季折々の風景を楽しむことができます。 

 

 所在地：埼玉県鶴ヶ島鶴ケ丘 52-21 

 入園料：無料（駐車場はありません） 

 電 話：049-271-1111（代表）＜都市計画課 公園緑地担当＞ 

 アクセス：東武東上線 鶴ヶ島駅西口から徒歩 15 分 
 

   

  

 

 

 百年以上の歴史を持つ表情豊かな名建築。 

 地元で親しまれた“お灸点”1794 年創設の神蔵灸治所は、中風に効能があると評判で、遠方からも多くの人が 

 訪れた場所です。主屋と庭園は町田市が譲り受け、2025 年に鶴川香山園として開園。池泉回遊園と書院造の 

 建物を持つ緑豊かな和の空間を楽しめます。建物内には、庭園を眺めながら地元食材のお食事ができる本格 

 和食レストランも併用しています。定期的にイベント等も開催しています。 

  

  

 
��御殿の風格・瑞香殿 

  1906（明治 39）年の建築で、主屋の瑞香殿は豪華な玄関と長大な銅板葺屋根は 

住宅とは思えない外観です。建物の各室が大きいことも特徴で 30 畳の座敷は迫力 

があり、現在はレストランスペースとして活用しています。 

 
��レストラン・喫茶 桜梅桃李（おうばいとうり） 
  町田の旬な地場食材を活かした本格和食を提供。四季折々の色彩豊かな料理は、 

見た目にも美しく、心にも残る味わい。町田の恵みを感じる特別なひとときを 
楽しんでみてはいかがでしょうか。 

   

   所在地：東京都町田市能ｹ谷 2 丁目 17 

   電話番号：（鶴川香山園事務所）042-860-5180 

   電話番号：（レストラン）042-860-5112＜11：00～22：00＞ 

   開園時間：7：00～22：00＜休園日は、年末年始 12/29～1/3＞ 

  入園料：無 料 

  アクセス：小田急鶴川駅北口から徒歩約 4 分（近隣にコイン P あり） 
 


